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島
津
議
員
は
、
カ
ジ
ノ
で
〝
経
済
成

長
が
図
れ
る
″
と
宣
伝
す
る
推
進
派
に

反
論
。
「
次
々
に
カ
ジ
ノ
が
倒
産
し
、

25
％
の
雇
用
減
、
19
％
の
税
収
減
」（
米

国
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ー
）
と

事
例
を
示
し
、
「
カ
ジ
ノ
は
衰
退
の
一

途
。
し
か
も
人
の
不
幸
の
上
に
経
済
対

策
と
い
う
の
は
邪
道
中
の
邪
道
だ
」
と

批
判
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
島
津
議
員
は
、
カ
ジ
ノ
収

益
で
依
存
症
対
策
を
進
め
る
と
い
う
議

論
に
つ
い
て
、「
ば
か
げ
て
い
る
。
カ
ジ

ノ
は
パ
チ
ン
コ
以
上
に
依
存
症
に
な
り

や
す
い
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
触
れ
さ
せ
な

い
の
が
一
番
の
対
策
だ
」
と
語
り
ま
し

た
。 

 

島
津
幸
広
衆
院
議
員
は
８
日
、
党

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
番
組
「
と
こ
と

ん
共
産
党
」
に
出
演
。
清
水
忠
史
衆

院
議
員
、
司
会
の
辰
巳
孝
太
郎
参
院

議
員
、
木
田
真
理
子
さ
ん
（
島
津
秘

書
）
と
、
「
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し 

カ
ジ
ノ
解
禁
推
進
法
案
は
廃
案
に
」

を
テ
ー
マ
に
語
り
合
い
ま
し
た
。 

 

衆
院
で
強
行
採
決
さ
れ
た
カ
ジ

ノ
解
禁
推
進
法
案
に
つ
い
て
清
水

議
員
は
「
中
身
は
賭
博
。
絶
対
に
廃

案
に
し
な
い
と
い
け
な
い
」
と
指

摘
。
政
府
も
刑
法
で
禁
じ
て
き
た
こ

と
に
も
触
れ
、
賭
博
禁
止
の
歴
史
は

持
統
天
皇
（
６
８
９
年
）
に
さ
か
の

ぼ
る
と
紹
介
し
ま
し
た
。 

雇
用
促
進
住
宅
の
民
間
売
却
後
も
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
入
居
者
や
党

議
員
ら
が
２
日
、
厚
生
労
働
省
と
高
齢
・
障

害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
（
機
構
）
に
対

し
、
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。 

三
重
県
四
日
市
市
、
愛
知
県
大
府
市
の

「
雇
用
促
進
住
宅
の
存
続
を
求
め
る
会
」
、

愛
知
県
東
海
市
の
入
居
者
、
地
方
議
員
の
ほ

か
、
東
京
都
港
区
・
品
川
区
、
福
島
県
い
わ

き
市
の
入
居
者
や
千
葉
県
か
ら
も
総
勢
25

人
が
参
加
、
島
津
幸
広
、
本
村
伸
子
両
衆
院

議
員
が
同
席
し
ま
し
た
。 

 

同
住
宅
は
い
ま
も
全
国
で
四
万
三
千
戸

余
り
に
入
居
者
が
住
ん
で
い
ま
す
。 

国
・
機
構
は
東
西
２
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、

民
間
へ
の
一
括
売
却
を
す
す
め
、
東
海
を
含

む
西
ブ
ロ
ッ
ク
は
10
月
に
不
動
産
投
資
の

特
別
目
的
会
社
「
ア
タ
ミ
合
同
会
社
」
が
落

札
し
ま
し
た
。
来
年
３
月
末
に
引
き
渡
す
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
東
ブ
ロ
ッ
ク
は
入
札

が
不
調
に
終
わ
り
、
国
・
機
構
は
再
度
入
札

す
る
予
定
で
す
。 

 

参
加
者
の
要
望
に
対
し
、
国
・
機
構
は
、

▼
売
却
後
10
年
間
の
転
売
禁
止
▼
家
賃
等

賃
貸
条
件
は
変
更
し
な
い
▼
普
通
契
約
者

も
定
期
契
約
者
も
10
年
間
は
入
居
を
継
続

―
な
ど
の
内
容
で
「
ア
タ
ミ
」
と
契
約
す
る

と
回
答
し
ま
し
た
。 

 

譲
渡
後
、
定
期
契
約
か
ら
普
通
契
約
へ
の

変
更
や
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
希
望
す
る
下

の
階
へ
の
移
動
す
る
こ
と
は
会
社
と
話
し

る
」
と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。 

国
は
入
居
者
の
居
住
権
守
る
責
任
を
果
せ 

島
津
議
員
は
、「
国
会
で
私
た
ち
の
質
問

に
対
し
厚
労
大
臣
は
、
期
限
が
来
た
か
ら

と
い
っ
て
路
頭
に
迷
わ
せ
る
よ
う
な
こ
と

は
し
な
い
と
繰
り
返
し
答
弁
し
て
お
り
、

そ
れ
を
守
る
よ
う
に
」
と
求
め
ま
し
た
。 

本
村
議
員
は
、「
国
の
住
宅
政
策
が
非
常

に
貧
困
で
、
雇
用
促
進
住
宅
が
大
切
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
現
実
を
直
視
し
て
、

住
民
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
責
任
を
果
た
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。 

 
 
 

◆ 

◆ 

主
な
要
望
項
目 

◇
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
・
大
府
市
議
団
・
東
海

市
議
団
▼
11
年
目
以
降
も
入
居
継
続
▼

問
題
が
起
き
た
時
に
国
・
機
構
が
責
任
を

持
つ
▼
10
年
間
は
転
売
し
な
い
▼
耐
震

工
事
実
施
▼
定
期
契
約
者
も
入
居
継
続
▼

会
社
と
住
民
の
直
接
対
話
の
保
障 

◇
雇
用
促
進
住
宅
の
存
続
を
求
め
る
会

（
大
府
市
）
▼
希
望
者
全
員
の
入
居
継
続

▼
修
繕
▼
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
希
望
す

れ
ば
下
の
階
へ
移
動
で
き
る
よ
う
に 

◇
雇
用
促
進
住
宅
の
存
続
を
求
め
る
会

（
四
日
市
市
）
▼
入
居
者
に
売
却
の
経
緯

や
今
後
の
方
針
を
丁
寧
に
説
明
▼
震
災
被

災
者
、
派
遣
労
働
者
も
入
居
継
続
▼
追
い

出
し
を
や
め
る
▼
移
転
費
用
を
出
す 

◇
福
島
・
い
わ
き
市
雇
用
促
進
住
宅
入
居

者
有
志
▼
売
却
で
き
な
い
場
合
も
す
べ
て

の
入
居
者
の
入
居
保
障
▼
退
去
促
進
を
や

め
る
▼
修
繕
▼
入
居
者
の
声
を
聞
く 

合
っ
て
よ
い
と
回
答
。
ま
た
、
契
約
条
件

に
関
わ
る
苦
情
等
は
国
・
機
構
に
申
し
出

れ
ば
対
応
す
る
と
答
え
ま
し
た
。 

会
社
と
の
再
契
約
・
保
証
人 

 

国
・
機
構
か
ら
、
譲
渡
後
、
入
居
者
が

会
社
と
再
契
約
を
結
び
、
そ
の
さ
い
に
保

証
人
が
必
要
に
な
る
と
説
明
が
あ
り
、「
入

居
時
の
保
証
人
は
高
齢
や
死
亡
し
、
新
し

い
保
証
人
を
頼
む
の
は
困
難
だ
」「
説
明
会

で
話
さ
れ
て
い
な
い
」
な
ど
と
反
発
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
国
・
機
構

で
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 

退
去
促
進
、
福
島
の
実
態
も 

 

ま
た
、
退
去
促
進
は
行
っ
て
い
な
い
と

回
答
し
た
も
の
の
、
各
地
で
退
去
を
求
め

ら
れ
て
い
る
実
情
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
い
わ
き
市
で
は
、
被
災
者
や

原
発
・
除
染
の
労
働
者
の
た
め
、
住
宅
需

要
が
増
大
し
、
家
賃
が
上
が
っ
て
い
る
実

態
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。 

東
ブ
ロ
ッ
ク
で
売
れ
な
い
と
き
は 

 

東
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
入
居
者
に
よ
る
住

宅
買
い
取
り
や
千
葉
県
成
田
市
が
最
終
的

に
購
入
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
る

と
、「
今
は
民
間
売
却
に
努
力
す
る
」
と
述

べ
る
と
と
も
に
、「
時
期
に
応
じ
て
個
別
に

対
応
す
る
」「
ど
う
し
て
も
民
間
に
売
れ
な

い
場
合
は
自
治
体
へ
の
譲
渡
は
考
え
ら
れ

 
国・機構に要請する参加者＝２日 


